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 サポーターグループ「この指とまれ」はこんなボランティア活動を行っています 

 

サポーターグループ「この指とまれ」代表 菱谷 清美 

  サポーターグループ「この指とまれ」は青少年の自立と夢を育む為のサポートとよさこ

い鳴子踊りを通して瀬戸で行われるイベントやお祭りに積極的に参加し、「瀬戸を盛り上げ

たい！」という思いから 2006年に立ち上がったチームです。 

現在グループは男性８名、女性４名の計１２名です。毎週土曜日の夜にやすらぎ会館大集 

会室で練習をしています。よさこいチーム名は「瀬戸・陶龍門」です。 

コロナの影響でよさこいのイベントがなく練習も思うように出来なくなり、苦しい日が

続きました。昨年より少しずつイベントが再開されて、せともの祭り、ふくしボランティア

フェスティバルで踊らせていただきました。久しぶりに観客の前で踊ることができ、拍手や

声援がとてもうれしかったです。 

現在、「焔（ほむら）のごとく舞い踊る」と「絆」をテーマに新曲の練習をしています。

今年もたくさんのイベントに参加をして瀬戸を盛り上げていきます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

登録ボランティア紹介   

編集：ボラだより編集クラブ  
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瀬戸・尾張旭ボランティア交流会 

  令和 5年 3月 11日(土)にやすらぎ会館で瀬戸市と尾張旭市のボランティア団体の交流 

会を行いました。当日は約 40名のボランティア活動をしている方に参加していただきま

した。 

交流会を盛り上げるために「岡田琴千流大正琴をりべの会」と「groupちょこっと」の皆 

さんにご協力いただきました。 

 

  

グループに分かれて「お隣さんはどんな人」をテーマに交流会をしました。 

話を聞いていると「若い方がもう少し入ってくださることを願っている」団体が多く、悩

みがありながらも、地域のために活動していることを再認識できました。 

 また、人のために何かしたいというグループ、皆さんを楽しませようというグループな

どがあり、良い刺激となりました。 

 共同作業として、防災でも役立つ座布団作りをしました。のりやテープなどを使わず 10

枚の広告紙を組み合わせて作ることができます。                          （S・S） 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

交流会の様子              広告紙で作った座布団の完成品 

❉❉❉ボランティアサロンの予定❉❉❉ 

日程 会場 時間 体験内容 協力ボランティア 

７月２９日

（土） 

やすらぎ会館 

５階大集会室 

午後１時３０分 

～３時 
郡上おどりを踊ろう 郡上おどり瀬戸の舞 

９月 ２日

（土） 

やすらぎ会館 

２階視聴覚室 

午後１時３０分

～３時 

災害用品をつくろう 

おりがみを楽しもう 

災害救援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱせと 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ連絡会 

編集だより 

編集委員：小森、高島、木下、水野 

 コロナも「五類」に移行になり世間も通常にもどりつつありますが、まだまだマスクをはずさない

方が多いのが現状です。皆さんの協力があって次号は記念すべき 100 号となります。掲載記事などあ

りましたらよろしくお願いします。                         （小森） 

 

 今年度から編集委員をさせていただくことになりました。2016 年に北海道から引っ越してきて、瀬

戸での「人、もの、出来事、陶芸」などの様々な出会いに感謝しております。少しでもお役に立てる 

情報の提供に努めてまいります。                           （木下） 

参加者の声 


